
クリック

クリックすると次ページの
ようなPDFファイルが開く

第83回運営委員会
参考資料3

1



2



 
『武庫川づくり問答集』 目次 

 

 

治 水 

 Ｑ １ 気候変動により集中豪雨は多発傾向にあるのか？ 

 Ｑ ２ 武庫川下流の築堤区間の洪水に対する安全性向上をなぜ急ぐのか？  

 Ｑ ３ 武庫川で更なる治水対策は必要か？  

 Ｑ ４ これまで取り組んできた河川改修の実績とその効果は？  

 Ｑ ５ 堤防強化にはどのような対策があるのか？ 

 Ｑ ６ 武庫川で堤防強化は必要なのか？  

 Ｑ ７ 治水計画で想定するような大規模な洪水が起こった時には、上流域で氾濫するため、

下流への流出量は減少すると考えられる。治水計画を考える際にも、実態に即して、上

流域での氾濫による流出量の減少を見込むべきではないか？ 

Ｑ ８ なぜ、総合的な治水を考える必要があるのか？  

 Ｑ ９ 総合的な治水対策とはどの様な対策で誰が実施するのか？  

 Ｑ１０ 更なる河道対策によって、河道の分担流量を増やすことはできないのか？ 

 Ｑ１１ 森林の洪水を緩和する機能を治水計画に見込むべきではないのか？  

 Ｑ１２ 流域対策とは？  

 Q１３ 流域対策を治水計画に位置づけるためには？  

 Ｑ１４ 学校、公園でどのように雨水をためるのか？  

 Ｑ１５ ため池でどのように雨水をためるのか？ 

 Ｑ１６ 水田に雨水をためる効果は？  

 Ｑ１７ 各戸貯留への取り組みは？  

 Ｑ１８ 遊水地を整備する場合の課題は？  

 Ｑ１９ 減災対策（ソフト対策）してはどのようなものに取り組んでいるのか？  

 Ｑ２０ 洪水時の河川情報等はどのように入手できるのか？  

 Ｑ２１ 浸水想定区域図や洪水ハザードマップの公表状況は？ 

 Ｑ２２ 水防計画とは？ 

 Ｑ２３ 水防訓練とは？ 

 

環 境 

 Ｑ２４ 治水と環境の優先順位、そのバランスをどう考えるのか？ 

Ｑ２５ 「ひょうごの川・自然環境調査」とはどんな調査か？ 

Ｑ２６ 健全な水循環系の構築について、県はどのように取り組んでいるのか？ 

 

その他 

 Ｑ２７ 「川に親しむ」という視点で住民等との流域連携について、県は今後どのように取り

組んでいくつもりなのか？ 

 Ｑ２８ 具体の川づくりにおいて、住民の参画を県はどのように考えているのか？ 
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